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Abstract：　Fecundity，10ngevity，and　sexual　competitiveness　of　Cylas formicarius　adults

emerged　from　pupae　irradiated　at20～60Gy　at　five　days　after　pupation　were　investigated．

Males　and　females　were　perfectly　sterilized　at 60Gy　and 40Gy，　respectively．　Longevity　of

adults　ir radiiated　at　pu pal　stage　at　any　dose　levels　signific　antly　redced　to　1／3～1／2　of

non－irradiated　control　Malformation　rate　of　adults　was　not　significantly　increased　by　irradia-

tion　of20～50Gy．　Dose－competitiveness　regression　equation　at30～60Gy　was　yニ2．0300－
0．0293x（r=ーO．9641）．Relatively　high　competitiveness　values　of　irradiated　weevils　at　low　dose

levels　imply　the　possibility　to　use　them　for　the　control　in　the　field，　although　they　have　some

fecundity。
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は　じ　め　に

　アリモドキゾウムシCン‘αsヵ撒づoα吻s（FABRICIUS）

の不妊虫放飼法による根絶を目的とした踊と成虫のγ

線照射については，完全不妊化線量，交尾能力，生存

日数への影響などが既に報告されている（DAWES6‘

α五，1987；岩本・荒巻，1990；岩本ら，1990；伊藤ら，

1991）。しかし，これらの報告では，不妊化に用いて

いる線量が高いので（70～300Gy），供試虫は完全に

不妊化されているものの，生存日数が極端に短縮して

いる。また，不妊虫の性的競争力（FRIED，1971）は明

確でなかった。

　そのため，本研究では蠕化後5日目の蜻に対して20

～60Gyのγ線を照射し，羽化後の妊性，生存日数，

奇形の発生率および性的競争力について調べ，不妊虫

放飼法による防除の可能性について検討した。

　本研究を行うにあたり，貴重なご助言とご指導をい

ただいた近畿大学農学部杉本毅教授，櫻谷保之助教授

ならびに鹿児島県農業試験場大島支場の各位に厚く御

礼申しあげる。

材料および方法

1．供試虫およびγ線照射

ゆ現在，鹿児島県農政部経営技術課

　アリモドキゾウムシは鹿児島県ウリミバエ防除対策

室で累代飼育中のものを用いた。成虫を温度27℃，相

対湿度70％，明暗周期12L：12Dの条件下でサツマイ

モを与えて3日問採卵した。このサツマイモをさらに
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30日問保管（27℃，70％r．h．，12L：12D）した後，切

開して得た蠕化後5日目の踊をγ線照射して供試虫と

した（岩本・伊藤，1989；岩本ら，1990）。

　照射は鹿児島県大島支庁ウミバエ防除対策室の60Co

を用いて，約3Gy／minの線量率で行った。

2．妊　　性

　照射踊が羽化してから5日目に，Table1に示した

ように照射虫と非照射虫の雌雄一対ずつを飼育した

（27℃，70％r．h．，12L：12D）。羽化後19日目（交配

後14日目）から毎週4日問サッマイモを供試虫に与え

て産卵させ，産下された卵の艀化率を調べた。艀化率

の調査は計5回行い，各組合せ毎に20対を供試した。

対照区は10対の雌雄を50日問飼育し，同様に次世代の

艀化率を調査した。

3．奇形の発生率

Table1． Fecundity　of　sweet　potato　weevil　irradiated　five

days　after　pupation

Dose　　Combination脚　　eggs串軸　　　Females　laid噛騨印

（Gy）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fertile　eggs（％）

0
20

30

40

50

60

N♂×N♀　　247（98、8）　　100．0（40／40）

1♂×N♀

N♂×1♀

1♂×N♀

N♂×1♀

387（26．4）　38．7（29／75〉

200（76．0）　90．2（55／61）

302（9．9）　2L5（14／65）

12（58．3）　60．0（3／5）

1♂×N♀　304（1。6）

N♂×1♀　　　0（一）

1♂×N♀

N♂×1♀

6．6（4／61）

238（0．4）　1．8（1／55〉

0（一）　　　一

1♂×N♀　　206（O．O）

N♂×1♀　　　0（一）

0．0（0／49〉

　照射蠕を暗黒下（27℃，80～90％r．h。）で保管し，

羽化率と奇形の発生率を調べた。

　なお，翅鞘のねじれや膨張，頭部の変形などを奇形，

羽化後に翅鞘が伸びきらずに死亡したものは，羽化し

なかったものとした。供試虫は各線量当り60頭を供試

した。

4．性的競争力

　照射踊は，サツマイモを与えて暗黒下（27℃，80～

90％r．h．）で飼育した。サツマイモは3日毎に新しい

ものと交換した。羽化後10日目に照射雄，非照射雄お

よび非照射未交尾雌をTable4に示した比率で，サツ

マイモを与えて同居させた（27℃，70％r．h．，12L：

12D）。3日後に雄を取り除き，雌のみをさらに30日

問飼育した。サッマイモは3日毎に新しいものと交換

し，産卵痕の数と位置を記録して保管した。15日後に，

このサツマイモを切開して産下されていた卵の艀化率

を調べ，性的競争力（FRIED，1971；杉本・櫻谷，1992）

を計算した。試験は6回反復した。

結果および考察

　アリモドキゾウムシの照射した踊から羽化した雌

は，40Gyで産卵が阻止され，完全に不妊化された

（Table　l，Fig1）。これに対して照射雄の場合は，

60Gyで次世代の艀化が完全に阻止された。照射踊は，

60Gyでも羽化率は高く，また羽化した成虫の奇形発

生率も低かった（Table2）。しかし，照射供試虫の生

存日数は短縮し，非照射供試虫と比較して40Gyでは

；Test　insects　were　irradiated　five　days　after

　pupation．Twenty　pairs　were　separately　reared
　for　five　weeks　in　polystyrene　container（0．35l）

　at27℃and70％r，h。under　the　photoperiod　of
　12L：12D．　Ten　pairs　of　non－irradiated　control

　were　reared　for50days．
；N，non－irradiated；　1，irradiiated

；Value　in　parenthesis　is　hatchability．

；Value　in　parenthesis　is（the　cumulative　number

　of　females　laid　fertile　eggs）／（the　cumulative

　number　of　females　laid　eggs），
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Sterilization　curves　of　sweet　potato　weevils

irradiated　five　days　after　pupation．

See　Table1。
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Table2． Rate　of　malformed　adults　irradiated　five　days
after　pupation

Dose
（Gy）

Adult　emergence
　　（％）

Malformed
　（％）

0
20

30

40

50

60

100

98

100

100

100

100

2
5
3

10

7
12

After　irradiation，pupae　were　kept　in　the　dark　at27℃and

80～90％r，h．Sixty　pupae　were　used　in　each　dose，

雄が1／3，雌が1／2になった（Table3）。

　照射雄成虫の性的競争力は，今回用いた線量の範囲

では，線量に対して負の相関があり（Table4；y＝

2．0300－0．0293x，相関係数r＝一〇，9641），性的競争力

が0。5になる線量は，52Gyと推定された。

　以上のように，40Gy程度の低線量を照射した場合

であっても，雌を完全に不妊化できること，および雄

の不妊化率が十分高く（次世代艀化率二1．6％），線量

一性的競争力回帰式から推定される値が0．86であった

ことなどから，防除の初期段階では，完全不妊化線量

を照射した不妊虫を用いるよりも，野生虫に対して高

い抑圧効果が期待される（KLAssEN　and　CREEcH，1971）。

したがって，低線量照射による不妊虫の利用も，今後

検討すべき課題であると思われる。

Table3．Longevity of adults irradiated at five days after pupation

Dose（Gy）

0 20 30 40 50 60

Male

Female

106．4±35．0　　　　78。4±40．4申

91．3±18．1　　　　69．5±24．4艸

56．9±32．2軸

58．3±23．6．・

31．3±13。6廓廓　　　28．5±12．8艸

40．8±15．8榊　　　　33．6±16．7鱒

32．2±18．4鱒

24．2±13．7艸

Pupae　were　kept　in　the　dark　at27℃and80～90％r．h，

Significant（P＜O．05〉

Significant（P＜0．01）

Sixty　pupae　were　used　in　each　dose．
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Table 4. 
Sexual competitiveness of sterile males irradiated at five days after pupation' 

Dose 
(Gy) 

Ratio'* 

N~ : I~ : N~ 
Eggs laid 

~S. D. 

Hatchability 
(*/*) 

Competitiveness"' 

30 

6:O:3 
5:1:3 
4:2:3 
3:3:3 
2:4:3 
1:5:3 
O:6:3 

ll4 . 3 ~ 65 . 6 

121 . 7 ~ 43 . 3 

ll3.8~37.5 
69 . 5 ~ 24 . 9 

87 . 8 ~ 31 . 1 

82 . 5 ~ 44 . 6 

94 . 8 ~ 45 . 5 

96 . 9 

78 . 9 

61 . 5 

49 . 9 

32 . 8 

17 . 3 

4.7 

1 . 21 

1 . 25 

1 . 04 

1 . 14 

l . 26 

50 

6:O:3 
5:1:3 
4:2:3 
3:3:3 
2:4:3 
1:5:3 
O:6:3 

138 . 8 ~ 47 . 9 

91.3~19.3 
105 . 8 ~ 43 . 3 

122 . 8 ~ 69 . 9 

147 . 5 ~ 57 . 9 

109 . 7 ~ 48 . O 

91.3~33.1 

97 . O 

86 . 2 

77 . 5 

70 . 6 

50 . 1 

33 . 5 

0.9 

O . 63 

O . 51 

O . 38 

O . 48 

O . 39 

60 

6:O:3 
5:1:3 
4:2:3 
3:3:3 
2:4:3 
1:5:3 
O:6:3 

121 . 3 ~ 62 . 5 

158 . 2 ~ 43 . 7 

123 . 8 ~ 85 . 1 

153 . 3 ~ 39 . 1 

123 . 8 ~ 84 . 4 

137 . 8 ~ 57 . 6 

72 . 5 ~ 57 . 7 

98. 1 

90 . 9 

85 . 2 

78 . 6 

54 . 7 

39 . 5 

0.0 

o . 40 

O . 30 

o . 25 

O . 40 

o . 30 

Ten-day-old males irradiated five days after pupation were reared with non-irradiated males and females in 

polystyrene container (0.35 l ) for 3 days at 27゜C and 70%r. h. under the photoperiod of 12L : 12D. Then, both 

males were removed and females were reared for 30 days with sweet potato. Date were the total of six replications. 

N, non-irradiated; I, irradiated 

Sexual competitiveness based on hatchability (FRIED, 1971) . 

Dose-competitiveness regression equation is y=2.0300-0.0293x (r= -0.9641, n=15) . 
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